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令和３年８月 全国百貨店売上高概況 
令和３年９月２４日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ２，７８３億円余 

２．前年同月比（増減率）－１１.７％（店舗数調整後／２か月ぶりマイナス） 

３．調査対象百貨店   ７３社 １９１店 （令和３年７月対比±０店） 

４．総店舗面積     ４,９５１,０２４㎡ （前年同月比：－４.１％） 

５．総従業員数     ５７,１０３人 （前年同月比：－６.８％） 

６．３か月移動平均値   1-3 月 －８.９％、2-4 月 ２８.６％、3-5 月 ６１.２％、 

（店舗数調整後）   4-6 月 ４４.９％、5-7 月 １１.７％、6-8 月  －２.５％ 

 

  ［参考］令和２年８月の売上高増減率は－２２.０％（店舗数調整後） 

【特 徴】 

８月の売上高は前月（４.２％増）より１５.９ポイントダウンし１１.７％減、入店客数も前月

（３.６％増）より１７.４ポイントダウンの１３.８％減と、ともにマイナスに転じた。全国的な

新型コロナ感染急拡大による主要顧客の外出自粛や、感染防止の追加施策として実施した混

雑時の入場制限、一部テナントの休業、さらには大雨等の天候与件も影響した。前々年比で

は、売上高３２.１％減、入店客数４４.４％減と、一段と水準を落とす結果となった。 

顧客別では、国内市場１１.８％減（２か月ぶり／シェア９８.８％／前々年比２８.３％減）、インバウンドは

５.９％減（６か月ぶり／シェア１.２％）、前々年比８７.０％減と、極めて厳しい状況で推移している。 

地区別では、名古屋（６.１％増）を除く全地区で前年実績に届かなかった。大都市（１０都市／６

か月ぶり／前々年比３３.５％減）が９.６％減、地方は１６.６％減（１０都市以外の地区／３か月連続／前々年比２８.３％

減）と、大都市が地方を７.０ポイント上回った。 

商品別では、主要５品目全てで前年割れとなったが、高級時計や宝飾品、ラグジュアリー

ブランド等、高品質で付加価値の高い高額消費は、富裕層を中心に引き続き好調だった。ま

た、巣ごもり需要から、和洋菓子や惣菜、ワイン、ウイスキー、ビール等酒類は健闘した。

衣料品は、ビジネス需要では難しい状況が続いているが、一部デザイナーズブランドやプレ

ステージ商材等には動きが見られた。 

コロナ禍にあって、各店では、より一層の緊張感をもって感染防止対策に万全を期すとと

もに、消費者ニーズの変化に適応すべく、ＥＣと店頭の連動策、アプリの活用、食料品の宅

配強化など、様々な施策に積極的に取り組んでいる。 

【要 因】 
    (1) 天 候 ： 気象庁発表「８月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 
    ◇中旬に本州付近に停滞した前線などの影響により、東日本太平洋側と西日本では降水量はかなり多く、特に西日本で

は記録的な多雨となり、日照時間はかなり少なく、気温は低くなった。また、北日本日本海側では前線の影響を受けに

くかったため、降水量は少なかった。 

(2) 営業日数増減     ３０.５日（前年同月比 －０.１日） 

(3) 土･日･祝日の合計    １０日（  〃    －１日／土曜１日減） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１０８店舗） 

     ①増加した：８店、②変化なし：１１店、③減少した：８９店 

  (5) ８月歳時記（夏休み、お盆）の売上（同上／有効回答数８５店舗） 

     ①増加した：３店、②変化なし：２０店、③減少した：６２店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 278 ,331 ,921 100 .0 -11 .7 ( -13 .9 )

10都市 198 ,621 ,178 71 .4 -9 .6 ( -10 .3 )

札幌 7,292,349 2.6 -15.9

仙台 3,954,453 1.4 -14.1

東京 74,534,890 26.8 -9.1

横浜 18,661,994 6.7 -14.6

名古屋 19,325,661 6.9 6.1

京都 11,936,085 4.3 -9.5

大阪 38,856,855 14.0 -11.9

神戸 7,666,038 2.8 -8.7 ( -23.5)

広島 5,909,341 2.1 -17.7

福岡 10,483,512 3.8 -9.0

10都市以外の地区 79 ,710 ,743 28 .6 -16 .6 ( -21 .7 )

北海道 704,118 0.3 -13.1

東北 3,742,713 1.3 -19.0 ( -27.4)

関東 34,423,296 12.4 -18.0 ( -19.8)

中部 6,399,545 2.3 -7.7 ( -21.9)

近畿 13,137,372 4.7 -10.9 ( -19.5)

中国 6,256,697 2.2 -13.5

四国 3,417,453 1.2 -25.0 ( -47.3)

九州 11,629,549 4.2 -20.7

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 278 ,331 ,921 100 .0 -11 .7 ( -13 .9 )

紳士服・洋品 12,282,411 4.4 -20.0 ( -22.7)

婦人服・洋品 42,503,320 15.3 -17.4 ( -19.8)

子供服・洋品 4,003,751 1.4 -21.7 ( -25.1)

その他衣料品 4,851,816 1.7 -20.9 ( -24.8)

衣　　料　　品 63 ,641 ,298 22 .9 -18 .5 ( -21 .1 )

身のまわり品 39 ,500 ,523 14 .2 -11 .9 ( -14 .7 )

化粧品 23,697,734 8.5 -14.0 ( -15.0)

美術・宝飾・貴金属 26,865,617 9.7 1.5 ( -0.5)

その他雑貨 9,596,731 3.4 -19.6 ( -22.0)

雑　　　　　　貨 60 ,160 ,082 21 .6 -8 .8 ( -10 .5 )

家　　具 3,339,304 1.2 -13.0 ( -16.5)

家　　電 1,003,215 0.4 -3.6 ( -3.7)

その他家庭用品 7,604,475 2.7 -20.7 ( -23.1)

家　庭　　用　品 11 ,946 ,994 4 .3 -17 .4 ( -20 .0 )

生　鮮　食　品 17,541,684 6.3 -12.1 ( -13.6)

　菓　　子　 23,923,299 8.6 -2.8 ( -5.2)

　惣　　菜　 21,230,956 7.6 -4.0 ( -5.3)

その他食料品 23,486,519 8.4 -6.6 ( -8.4)

食　　　料　　　品 86 ,182 ,458 31 .0 -6 .1 ( -7 .9 )

食　堂　　喫　茶 5 ,615 ,695 2 .0 -25 .6 ( -27 .1 )

サ　ー　　ビ　ス 3 ,283 ,529 1 .2 -10 .4 ( -11 .4 )

そ　　の　　他 8 ,001 ,342 2 .9 -10 .0 ( -11 .0 )

商　　　品　　　券 5 ,709 ,555 2 .1 -13 .9 ( -14 .6 )

全国百貨店　売上高速報 2021年8月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。  
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Ⅱ．地区別の動き   

 

   １.１０都市売上動向       －９.６％（店舗数調整後／６か月ぶりマイナス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向 －１６.６％（店舗数調整後／３か月連続マイナス） 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

１０都市 －９.６ －６.７ ６か月ぶりマイナス 

札 幌 －１５.９ －０.４ ３か月連続マイナス                                                                         

仙 台 －１４.１ －０.２ ２か月ぶりマイナス 

東 京 －９.１ －２.４ ６か月ぶりマイナス 

横 浜 －１４.６ －１.０ ３か月連続マイナス 

名古屋 ６.１ ０.４ ２か月連続プラス 

京 都 －９.５ －０.４ ６か月ぶりマイナス 

大 阪 －１１.９ －１.７ ３か月ぶりマイナス 

神 戸 －８.７ －０.２ ６か月ぶりマイナス 

広 島 －１７.７ －０.４ ３か月連続マイナス 

福 岡 －９.０ －０.３ ６か月ぶりマイナス 

10 都市以外の地区 －１６.６ －５.０ ３か月連続マイナス 

北海道 －１３.１ －０.０ ３か月連続マイナス＊ 

東 北 －１９.０ －０.３ ３か月連続マイナス＊ 

関 東 －１８.０ －２.４ ３か月連続マイナス 

中 部 －７.７ －０.２ ２か月ぶりマイナス 

近 畿 －１０.９ －０.５ ２か月ぶりマイナス 

中 国 －１３.５ －０.３ ３か月連続マイナス＊ 

四 国 －２５.０ －０.４ ２か月ぶりマイナス 

九 州 －２０.７ －１.０ ３か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き   

 

衣料品が２か月ぶり、身のまわり品、雑貨、食料品が６か月ぶり、家庭洋品が３か月連 

続でマイナスとなり、主要５品目全てマイナスとなった。その他の品目は、美術・宝飾・ 

貴金属が７か月連続でプラスとなったが、菓子、惣菜が６か月ぶりにマイナスとなった。 

   

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

総額 －１１.７ ― ２か月ぶりマイナス 

紳士服・洋品 －２０.０ －１.０ ３か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －１７.４ －２.８ ２か月ぶりマイナス 

子供服・洋品 －２１.７   －０.４ ３か月連続マイナス 

その他衣料品 －２０.９ －０.４ ２か月ぶりマイナス 

衣料品 －１８.５ －４.６ ２か月ぶりマイナス 

身のまわり品 －１１.９ －１.７ ６か月ぶりマイナス 

化粧品 －１４.０ －１.２ ３か月連続マイナス＊ 

美術・宝飾・貴金属 １.５ ０.１ ７か月連続プラス＊ 

その他雑貨 －１９.６ －０.７ ３か月連続マイナス＊ 

雑貨 －８.８ －１.８ ６か月ぶりマイナス 

家具 －１３.０ －０.２ ２か月連続マイナス 

家電 －３.６ －０.０ ２か月連続マイナス 

その他家庭用品 －２０.７ －０.６ ３か月連続マイナス 

家庭用品 －１７.４ －０.８ ３か月連続マイナス 

生鮮食品 －１２.１ －０.８ ３か月連続マイナス＊ 

菓子 －２.８ －０.２ ６か月ぶりマイナス＊ 

惣菜 －４.０ －０.３ ６か月ぶりマイナス＊ 

その他食料品 －６.６   －０.５ ２か月連続マイナス＊ 

食料品 －６.１ －１.８ ６か月ぶりマイナス 

食堂喫茶 －２５.６ －０.６ ２か月ぶりマイナス 

サービス －１０.４ －０.１ ２か月連続マイナス 

その他 －１０.０ －０.３ ４か月連続マイナス 

商品券 －１３.９ －０.３ ３か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  橘 ・ 長 柴  まで 

TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 
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